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４
月
７
日
、
愛
別
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
川
中
央
農

業
協
同
組
合
第
18
回
通
常
総
会
が
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
と
両
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
・
農
業
関
係
団
体
・
系
統
連
合
会

の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
大
村
組
合
長
よ
り
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
と

昨
年
の
事
業
報
告
、
今
後
の
事
業
の
方
針
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
い
、

ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
愛
別
町
長
矢
部
福
二
郎
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
旭
川
支
所
支
所
長
林
亮
年
様
よ
り
お
祝
い
の
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
高
井
啓
さ
ん
（
愛
別
地
区
）・
遠
藤
雅

大
さ
ん
（
上
川
地
区
）
が
議
長
団
に
選
任
さ
れ
、
本
総
会
が
総
正

組
合
員
数
２
９
６
名
に
対
し
、
本
人
出
席
68
名
・
委
任
状
22
名
・

議
決
権
行
使
書
面
１
４
６
名
、
議
決
権
総
数
２
３
６
名
に
よ
り
総

会
が
成
立
す
る
事
が
確
認
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
議
案
５
件
・
報
告

３
件
の
説
明
と
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
皆
様
の
慎
重
な
審
議
と
議
長
団
の
円
滑
な
議
事
進
行
に

よ
り
、提
出
議
案
全
て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、閉
会
致
し
ま
し
た
。
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経営相談にも協議会や現場と一体になって推進し…経営相談にも協議会や現場と一体になって推進し…

第18回通常総会　組合長挨拶第18回通常総会　組合長挨拶
　

上
川
中
央
農
協
第
18
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
日
は
、
ご
来
賓
と
し
て
愛
別
町
長
矢
部
福
二
郎

様
、
上
川
町
長
西
木
光
英
様
、
両
町
の
議
会
議
長
様
を
は

じ
め
、
各
関
係
団
体
代
表
の
皆
様
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
旭
川
支
所
長
林
様
を
は
じ
め
、
各

連
合
会
代
表
の
皆
様
、
各
関
係
農
業
団
体
の
代
表
の
皆
様

に
は
、
公
務
ご
多
用
の
中
を
、
ご
臨
席
頂
き
本
日
の
総
会

が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
春
作
業
で
お
忙
し
い
中
御
出
席

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
組
合
員
懇
談
会

は
各
地
区
に
お
邪
魔
い
た
し
て
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
御
出
席
を
賜
り
有
意
義
な
懇
談
が

出
来
ま
し
た
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
比
較
的
穏
や
か
な
年
明
け
で
雪
解
け
も
順
調
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
突
然
始
ま
っ
た
中
東
で
の
問
題

で
、
我
々
の
経
営
に
直
接
影
響
の
出
る
燃
油
の
値
上
が
り

や
今
後
予
測
さ
れ
る
様
々
な
資
材
な
ど
の
値
上
が
り
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
も
含
め
て
不
安
定
な
国
際
情
勢
が
一

日
で
も
早
く
収
束
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
春
先
に
少
し
天
候
不

順
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
７
月
の
暑
さ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
比
較
的
に
順
調
に
推
移
し
、
久
し
ぶ
り
に
８
月

の
末
に
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
少
暑
さ
の
影
響
か
管
内
の
水
稲
作
況
単
収
指
数
は

「
96
」
と
な
り
、
収
量
的
に
は
満
足
す
る
結
果
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
米
質
は
比
較
的
良
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
コ
メ
に
つ
い
て
は
、「
令
和
の
米
騒
動
」
と
も
言

わ
れ
て
い
る
環
境
の
中
、
春
先
の
出
荷
契
約
に
対
し
、
う

る
ち
で
１
０
３
％
、
も
ち
で
１
１
１
％
の
集
荷
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
事
は
生
産
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

玄
米
価
格
も
一
段
と
上
昇
し
、
か
な
り
良
い
状
況
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
再
生
産
可
能
な
水
準
で
安
定
す
る
こ
と
を
望
む

と
こ
ろ
で
す
。

　

畑
作
・
青
果
で
は
、
や
は
り
暑
さ
の
影
響
も
多
少
は
あ

り
ま
し
た
が
全
体
的
に
は
良
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

馬
鈴
薯
に
お
い
て
は
平
均
単
価
が
昨
年
の
倍
と
な
り
過
去

最
高
の
販
売
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

直
接
販
売
の
取
り
組
み
の
強
化
と
、
生
産
者
の
ご
協
力

に
よ
り
販
売
実
績
を
伸
ば
す
事
が
出
来
ま
し
た
事
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

き
の
こ
類
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
や
顔
見
え
商
品
の
戦
略
、
包
装
形
態

の
変
更
な
ど
に
よ
り
高
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

酪
農
、
畜
産
で
は
乳
量
の
増
加
や
乳
価
の
見
直
し
も
あ

り
ま
す
が
、
枝
肉
単
価
の
低
迷
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、農
畜
産
物
の

販
売
取
扱
高
は
過
去
最
高
の
80
億
３
５
０
０
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、生
産
者
各
位
の
ご
努
力
、ご
理
解
、

ご
協
力
の
お
か
げ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

信
用
、
共
済
、
購
買
事
業
を
含
め
た
決
算
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
の
後
議
案
説
明
で
お
示
し
致
し
ま
す
が
、
今
年

度
の
組
合
収
支
に
つ
い
て
は
人
件
費
の
上
昇
や
施
設
整
備

な
ど
事
業
管
理
費
が
年
々
上
昇
傾
向
に
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
繰
越
金
を
合
わ
せ
た
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
当
初

計
画
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
７
６
０
０
万
円
を
計

上
出
来
ま
し
た
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

出
資
配
当
、
事
業
利
用
高
配
当
を
含
め
た
剰
余
金
処
分

案
も
議
案
の
中
で
ご
説
明
致
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
私

ど
も
が
推
薦
を
し
て
お
り
ま
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
に
対
し

ま
し
て
は
組
合
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、青
年
部
の
皆
様
、

親
衛
隊
と
し
て
大
活
躍
さ
れ
た
女
性
部
の
皆
様
の
絶
大
な

ご
支
援
に
よ
っ
て
参
議
院
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
愛
別
給
油
所
の
元
職
員
に
よ
り
ま
す
不
正
な
行
為
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
後
報
告
の
遅
れ
等
、
組
合
員
の
皆
様
、

利
用
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
各
位
の
信
頼
に
反
す
る
結
果

と
な
り
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
我
々
の
反
省
す
べ
き
点
等
し
っ
か
り
検
証
し

二
度
と
こ
の
様
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
再
発
防
止

を
徹
底
し
て
、
農
協
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
健
全
な
事
業

運
営
に
勤
め
、
皆
様
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
令
和
８
年
度
計
画
で
す
が
、
人
件
費
高
騰
や
３
年

前
よ
り
進
め
て
お
り
ま
し
た
色
選
施
設
の
更
新
の
償
却
費

が
ほ
ぼ
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
等
や
は
り
事
業
管
理
費
の
上
昇

傾
向
が
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
直
接

販
売
を
含
め
た
経
済
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
生
産
者
各
位
に
は
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

米
に
つ
い
て
は
昨
年
ほ
ど
の
単
価
は
見
込
め
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
大
根
な
ど
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
品
目
に
つ

い
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
実
績
を
若
干
下
回
る
収
支
計
画
で
す
が
、
少
し
で

も
上
振
れ
を
目
指
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
ご
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
財
務
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
一
昨
年
か
ら
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
経
営
規
模
反
当
あ
た
り
の
出
資
持
分
の

平
均
的
な
水
準
を
目
途
に
、
出
資
増
口
に
ご
協
力
頂
き
な

が
ら
組
合
資
本
の
増
強
に
改
め
て
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
こ
の
あ
と
、
営
農
経
済
委
員
会
で
十
分
議
論

し
、
定
額
制
で
据
え
置
い
て
い
る
穀
物
の
販
売
手
数
料
に

つ
い
て
、
一
部
米
穀
で
適
用
し
て
い
る
定
率
に
統
一
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
、
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
固
定
資
産
の
取
得
と
し
て
は
大
き
な
物
は
あ
り

ま
せ
ん
が
外
壁
修
理
や
塗
装
な
ど
修
繕
関
係
が
主
に
な
り

ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

愛
別
町
内
で
進
め
て
い
る
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事

業
も
あ
と
３
年
で
面
整
備
が
終
了
す
る
予
定
で
す
の
で
、

整
備
後
の
水
田
を
活
か
し
た
コ
ス
ト
低
減
や
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
経
営
相
談
に
も
協
議
会
や
現
場

と
一
体
に
な
っ
て
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
暑
く
な
る
と
の
予
報
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
平

年
作
を
願
い
、
生
産
者
の
皆
様
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
歩
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
意
思
結
集
と
深
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
真
冬
の
衆
議
院
選
挙
後
の
第
二
次
高
市
内
閣
に
期
待

を
寄
せ
な
が
ら
、
今
月
施
行
さ
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
基

発
表
さ
れ
た
コ
ス
ト
指
標
が
適
正
な
価
格
転
嫁
の
下
支
え
に

な
る
こ
と
、
来
年
見
直
さ
れ
る
水
田
政
策
が
今
後
も
持
続
可

能
な
農
業
政
策
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

冒
頭
も
申
し
ま
し
た
が
国
際
情
勢
も
含
め
て
不
安
定
な

状
況
の
今
、
更
な
る
燃
油
や
生
産
資
材
の
価
格
上
昇
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
何
と
か
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
稔
り
多

き
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
本
日
議
案
５
件
、
報
告
３
件
を
上
程

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
う
え
可
決
承
認
頂
き

ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和８年３月地区別懇談会意見書【要約版】令和８年３月地区別懇談会意見書【要約版】

組合員の皆様にはお忙しい中、多数ご参加いただきありがとうございました。
お寄せいただきました主なご意見は次のとおりですので、お知らせします。

【総務】
Ｑ　人件費が上昇しており事業計画でも上昇が見込まれているが、どのような内容か？

Ａ　人事院の給与勧告に基づいて給与水準の見直しを行っており、Ｒ７年は特に 20 ～ 30 代の上昇が生
じました。北海道の最低賃金も上昇しており、今後も上昇が生じる見込みです。

Ｑ　職員の退職が相次いでおり今後の事業運営に不安を感じる。人材確保も難しい状況にあると思うので、
将来的にはやはり合併も検討する必要があるのではないか？
Ａ　人材確保は年々厳しさを増しており、Ｒ８年度の新規採用は１名となっております。
　　本支所間の異動による職員のスキルアップや人材交流などを通じて信頼されるＪＡ職員を育ててい

くことが必要だと感じています。また、合併については、５ＪＡの合併検討委員会から退会し、単協
として運営しますが今後の情勢の変化を見極め、判断してまいります。

Ｑ　役員報酬の増額も必要ではないか？
Ａ　役員報酬は役員報酬審議会で審議されており、Ｒ８年度の報酬総額は同額となっております。Ｒ９

年度に役員改選が予定されていることから、見直しも検討してまいります。
Ｑ　貯金残高 200 億円を超えると常勤監事の設置が必要とのことだが？

Ａ　貯金残高 200 億円を超えた場合は、常勤監事の設置と会計監査法人の監査が義務付けられ、定款の
変更も必要となります。なお、常勤監事は性質上、他の業務を兼務することができないこととなります。
また、常勤監事設置ＪＡでは、本ＪＡ並びに近隣ＪＡのＯＢや町内外の行政職員ＯＢ等が就任しており、
同様の対応になるのではないかと思います。

Ｑ　常勤監事の定数はどのようになるのか？
Ａ　現在、当ＪＡは監事３名（うち員外監事１名）となっており、新たに常勤監事１名を置くと役員報

酬額が増加するため、当ＪＡが設置する場合は、員外監事が兼務することを想定しており、対象者に
ついては理事会において協議検討いたします。

Ｑ　常勤監事の役員報酬や外部監査の経費はどのくらいになる見込みか？
Ａ　常勤監事の役員報酬については出勤日数等により算定することになると思います。また、会計監査

法人への外部監査は、委託料が年間約 500 ～ 600 万円程度になる見込みです。
Ｑ　農協事業の運営にあたって、面積あたり出資額に大きな差があるのは好ましくないので、なるべく早

く平準化（出資増口の依頼）に取り組んでいただきたい。
Ａ　生産者の面積当たり出資金額に差があることから、平均値以下の方々を重点的に出資増口の依頼を

させていただきます。また、いままでと同様に出資配当金からの増口も引き続き皆様へ依頼させてい
ただきますので、ご理解とご協力をお願いします。

Ｑ　不祥事件に関して何かＪＡにペナルティはあるのか？
Ａ　上川総合振興局及びＪＡ北海道中央会への報告遅延により、ＪＡ全中から「取組指標未充足ＪＡ」に、

ＪＡバンクから「レベル格付ＪＡ」の指定を受けました。今後は、現在調査が行われている特別調査
委員会の結果についてホームページにて公開予定であり、再発防止策を理事会で決定し再発防止に取
組みます。

Ｑ　ＪＡ広報誌の記事内容が少ないので、２か月に１回の発行でも良いのではないか？また、ＪＡコネク
トも各研修会や資材からの通知だけでなく、営農情報など改善が必要ではないか？
Ａ　各部署と連携を図りながら改善に取り組んで発信していきます。

【購買】
Ｑ　最近の中東情勢をうけて肥料や燃料価格も上昇すると思うが、何か情報はあるか？

Ａ　肥料については、ほとんどが昨年中にとりまとめを終えて受注が終了しているため、Ｒ８年度の供
給価格に大きな影響は受けないと思います。しかし、燃料価格については見通しがついておらず、情
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勢を注視しなければならない状況にあります。
Ｑ　飼料価格についても上昇する見通しか？

Ａ　1 － 3 月期価格に対して、4 － 6 月期価格もすでに値上げ改定で報告を受けています。
　大豆やトウモロコシは先物取引にて価格対応できているものもありますが、輸送コストが一番の障
害となっており、今後の情勢を注視している状況にあります。

Ｑ　部門別収支において上川給油所が赤字となっているが、その要因は何か？
Ａ　上川給油所は賃貸契約で設置しているため賃貸料の負担が大きく、また、店頭販売が主であるため

人員配置も愛別給油所より多く、人件費の上昇もあって赤字となっています。
Ｑ　人件費の削減や部門別収支改善策として給油所のセルフ化も必要ではないか？

Ａ　現在の利用状況においてはセルフ設置費用の回収が難しく、セルフ化しても整備等に係るピット作
業人員の配置は必要であり難しい状況にありますが、利用状況や農協経営を鑑みながら適切に対処し
てまいります。

【営農】
Ｑ　部門別損益において農産部門の赤字拡大やきのこ部門の収支改善している理由は何か？
　　また今後、きのこや畜産部門においても施設更新などでも費用増加となるのか？

Ａ　今年度から買取販売の収支を農産からきのこへ移動したため、昨年度より農産部門の赤字が大きく
なり、きのこ部門の収益が改善しています。なお、農産部門の赤字は、本・支所の色彩選別施設の更
新や米調整期間中の人件費増加が大きな要因です。また、畜産部門で農協施設はありませんし、きの
こ部門も設備は冷蔵庫等なので大きな費用増加とはなりません。

Ｑ　Ｒ７年産米の販売動向はどうか。また、ＪＡとしてＲ８年産米の価格動向をどう見ているか？
Ａ　Ｒ７年産は概算金が高値で推移したことにより、量販店などの店頭価格が高騰したことで消費動向がやや

軟調となり、卸売り業者で在庫過多が生じていることから直近では値下がりが生じています。全国の在庫状
況については、大手の取引先やホクレンからの情報提供により概ね把握しており、当ＪＡ単独での直接販売
などにも取り組んでいることから、Ｒ８年産米は 23000 円程度になると計画しております。

Ｑ　事業計画において販売手数料の改定が予定されているが、どのような内容となるのか？
Ａ　今回の手数料改定は主に穀類を予定しており、現在の定額から定率に変更したいと考えております。

今後、手数料率を営農経済専門委員会で協議し、理事会で承認後、皆さまへ周知させていただくこと
となりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

Ｑ　事業計画にあるＲＴＫシステム利用に伴う導入支援はどのような内容か？
Ａ　スマート農業推進のため、ＲＴＫシステムを活用した機器の導入支援（オプション費用の負担軽減）

として年間４～５件程度、総額約 100 万円程度を見込んでおり、基盤整備後の省力化に活用いただけ
ればと思います。

Ｑ　青果物の共選事業も人員確保に苦慮しているが、何か対応策はあるか？
Ａ　作業員の高齢化により人員確保がままならず、従来の体制維持が困難になっていることから、一部

の品目で無選果も導入しています。しかし、品目によっては無選果により農業所得を減少させるリス
クの高い品目もあることから、今後も集約販売や規格の簡素化、及び人員確保に努めてまいります。

Ｑ　愛別地区の基盤整備事業もＲ１１年に完了する予定だが、スマート農業による労働力不足の解消によっ
て生じる余剰労働力を活用した新たな振興作物などは検討されているか？
Ａ　Ｒ９年度から水田農業政策が変更される見込みであり、従来の米以外への交付金から田・畑にとら

われず、必要に応じた作物の生産支援へ移行する方向で検討されています。今後だされる詳細を見極
めたうえで、今後の農業振興を検討していく必要があると考えます。

Ｑ　愛別地区できのこなどの農産物を購入できる場所がないが、ＪＡとしてどう考えているか？
Ａ　過去にも直売所の設置に関してご意見をいただき、行政と直売所の設置・運営について検討したこ

ともありますが、採算性があわず中止とした経過にあり、今後も難しい状況です。
Ｑ　上川地区で法人経営が増加しており、今後は地域内にある施設集約も必要だと思うがどうか？

Ａ　上川地区内の施設集約とした施設整備については、単純に集約だけで補助事業を活用するのは非常
にハードルが高い状況にあり、今後の補助事業の内容や条件などを注視していく必要があると考えま
す。なお、本・支所の色彩選別施設の改修が完了し、それにより稼働期間の短縮によりランニングコ
ストも削減できている状況にあります。

INFORMATION
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「新米農家」の熱いメッセージを込め…「新米農家」の熱いメッセージを込め…

青年農業者会議でドリーム賞を受賞！青年農業者会議でドリーム賞を受賞！
1/291/29

　

北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
豊
里
地
区
の
伊
藤
大
さ

ん
が
上
川
地
区
の
代
表
と
し
て
発
表
さ
れ
、
見
事
ド
リ
ー
ム
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
と
は
、
北
海
道
内
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
が

中
心
と
な
っ
た
若
手
農
業
者
た
ち
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
、

農
業
経
営
や
技
術
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
議
論
・
交
流
す
る
場
で
す
。

（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は
、
農
業
に
従
事
す
る
青
年
の
資
質
向
上
と
地
域

農
業
の
発
展
を
目
的
に
活
動
す
る
組
織
で
す
。）

　

伊
藤
さ
ん
は
、
青
年
農
業
者
の
思
い
を
伝
え
る
ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー

ジ
部
門
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。「
新
米
農
家
」
と
題
し
て
、
父
親
の

跡
を
継
ぐ
決
意
に
至
っ
た
経
緯
、
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
が
今
活
動
し
て

い
る
旭
川
市
、
当
麻
町
、
愛
別
町
か
ら
集
ま
っ
た
６
人
に
よ
る
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
「
新
青
年
グ
ル
ー
プ
（
仮
）」
が
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
た
２
年
間
に
も
触
れ
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
は
「
新
米

農
家
」
と
し
て
今
し
か
で
き
な
い
挑
戦
を
「
新
青
年
グ
ル
ー
プ
（
仮
）」

の
仲
間
と
行
い
た
い
、
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

新たな挑戦を力強く後押しし…新たな挑戦を力強く後押しし…

北海道農協青年部協議会「新副会長」に選任！北海道農協青年部協議会「新副会長」に選任！
4/94/9

　

令
和
8
年
4
月
9
日
に
共
済
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

75
回
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会
に
お
い
て
、

当
農
協
青
年
部
員
の
辰
巳
裕
亮
氏
が
新
副
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

辰
巳
氏
は
、
昨
年
ま
で
上
川
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会

（
上
青
協
）
会
長
と
し
て
地
域
青
年
部
活
動
を
牽
引
し
て

お
り
、
そ
の
経
験
と
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
就

任
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
は
北
海
道
全
体
の
青
年
部
活
動
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

当
青
年
部
は
、
辰
巳
氏
の
新
た
な
挑
戦
を
力
強
く
後
押

し
し
、
引
き
続
き
地
域
農
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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１．販売手数料

備 考

主食用米 352 円

加工用米 275 円 政府備蓄米含む

特定米穀 3.0 ％

米粉用米 3.0 ％

麦 類 小麦 319 円/俵 全道共計に係る料率

大豆 325 円/俵 全道共計に係る料率

その他豆類 3.0 ％ 全道共計以外の豆類

そ ば 440 円/俵

飼料用米（SGS含む）･WCS･

ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ（ﾛｰﾙ）他

1.3 ％ 1.3 ％ ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ（ｻｲﾚｰｼﾞ原料）

大 根 2.5 ％ 2.5 ％

生 乳 1.3 ％ 1.3 ％

乳 肉 牛 市場販売 2.5 ％ 2.5 ％

素牛 2.0 ％ 2.0 ％

肥育牛 2.0 ％ 2.0 ％

２．特殊販売生産物手数料
品　　　　目 備 考

花 1.5 ％ 1.5 ％

インゲン・小ねぎ 1.2 ％ 1.2 ％

３．斡旋手数料
品　　　　目 備 考

2.2 円/本 2.2 円/本 地区斡旋

5.0 ％ 5.0 ％ その他

高圧釜性能検査 550 円/基 550 円/基

1.0 ％ 1.0 ％ 立会あり

0.1 ％ 0.1 ％ 導入精算のみ

令和８年度　手数料及び利用料金表

種　　　　　　　　　　　　　　　　　別 令 和 ７ 年 度

米 穀

豆 類

令 和 ８ 年 度

肉 牛

3.0 3.0

％

2.8 2.8 ％

3.0

※１組合員から徴収する販売手数料の限度額を１，０００万円とします。

※特殊販売生産物については、料率を別に設定する場合があります。

※料金表の表示について

１．単価による場合は、税込表示となっております。
２．率による場合には、税抜き価格に率を乗じ、別途消費税（１０％）となります。

種　　　　　　別

１ 戸

苗

青 果 物

飼 料 作 物
％

畜

産

物

き の こ

農 産 物

農

産

物

き

の

こ

青

果

物

3.0

％

期中改定検討

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

％

％

令 和 ７ 年 度 令 和 ８ 年 度

６ 戸

き の こ

畜 産 物 素畜/トク

種　　　　　　別 令 和 ７ 年 度 令 和 ８ 年 度
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４．精米・調製施設利用料金 （消費税込み）

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

利用料金 利用料金

60㎏ 825 825

30㎏ 528 528

60㎏ 880 880

30㎏ 583 583

１㎏ 154 154

温湯消毒 １㎏ 22 22

色選施設 60㎏ 495 495

混米調整

５．倉庫共選利用料金 （消費税込み）

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

利用料金 利用料金

１俵 50 50

１俵 50 50

１俵 264 264

Ｓ Ｇ Ｓ １㎏ 0.6 0.6

１俵 33 33

１俵 55 55

１㎏ 35 35

１㎏ 290 290

きのこ 100g 0.54 0.54

６．転作作業機械利用料金 （消費税込み）

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

利用料金 利用料金

10ａ 330 330

10ａ 440 440

７．共同利用施設利用料 （単位：円、税別）

舞茸センター

品　　目　・　項　　目 料　金　・　料　率 備　　　　　　　　　　　考

糞尿処理施設

上川地区（R7年度と同）農業機械施設

堆肥場

施設償却費＋内部金利＋管理費

上川地区（R7年度と同）

上川地区（R7年度と同）

施設償却費＋資産１％＋内部金利

施設償却費＋資産１％＋内部金利

愛別地区（R7年度と同）

共同利用施設

施設償却費＋資産１％＋内部金利

ラ ジ コ ン ボ ー ト

共 選 料

区　分 利用種目

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

単　位 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

玄 米

水稲種子

玄 米

保 管 料

利用種目 単　位

玄米仕上げ

玄 米 色選有り

精 米

色選精米

色選無し

玄 米

米 粉 （ 製 粉 ）

入 庫 料

米 出 庫 料

６台

 　 〃

 　 〃

利 用 料

大根・馬鈴薯については経費実費に職員出役分事業管理費を負担

（飼料米　25円）

（飼料米　25円）

保 管 料
そ ば

出 庫 料

（飼料米　132円）

原料状況により都度協議の上、決定する。

保 管 料

区　分

野 菜

きのこ集出荷施設利用料

共 選 料

きゅうり

アスパラ共選料

※ラジコンヘリ・汎用コンバインは、法人組織へ業務を移行したため記載をしていません。

台　数 備　　　　　　　　　　　考機　　　械　　　名

オペレーター無し

オペレーター付き

単　位
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【農産物】 （消費税込み）

60㎏ 293 293

1,020㎏ 3,674 3,674

雑 穀 玄 米 60㎏ 266 266

そ ば 玄 米 45㎏ 200 200

20㎏ 67 67

25㎏ 74 74

【畜産物】 （消費税込み）

800 800

1,600 1,600

4,000 4,000

1,600 1,600

14,650 14,650

1,600 1,600

3,200 3,200

8,000 8,000

【その他】 （消費税込み）

666 666

1,065 1,065

4,356 4,356

4,356 4,356

7,260 7,260

7,260 7,260

726 726

※町内は、別途対応

※上記以外は、都度協議

ドリル

プランター

カルチ

コンバイン

融雪機

利用種目

重　　量

仔牛

重　　量

水稲種子

玄 米

素牛

成牛

仔牛

仔牛

素牛

成牛

牛

品　　名

上川支所～旭川

ロール大

ロール中 町内

町内
乾 草

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

旭川

旭川

上川支所～旭川

備　　　　　　　　　　　　　　　　考品　　名

上川支所～旭川

片道50㎞以上

安平市場

旭川

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

機械移動代

令和８年度　ホクレントラック事業貨物運賃

町内

町内

品　　名

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

重　量 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

町内

令 和 ７ 年度 令 和 ８ 年度

米
PP 他

フレコン

町内

種 子

2026.59



臨
時
職
員
→
正
職
員

金
　
野
　
修
　
斗

購
買
部
燃
料
課
上
川
給
油
係

山
　
﨑
　
三
　
香

営
農
部
上
川
営
農
セ
ン
タ
ー

上
川
営
農
セ
ン
タ
ー
係

（
4
月
1
日
付
）

正
職
員
→
臨
時
職
員

（
再
雇
用
制
度
）

松
　
村
　
伸
　
二

購
買
部
燃
料
課
上
川
給
油
係

（
4
月
1
日
付
）

※
3
月
31
日
定
年
退
職

改
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆新規採用職員紹介（4/1付け）◆

中
なか

 山
やま

　優
まさ

 人
と

（20）
●部署／購買部燃料課 愛別給油係
●出身地／愛別町
●出身校／北海道遠軽高等学校
●趣味・特技／沢山食べること
●学生時代の No.1 ／筋トレを頑張りました。

同じような体重の人の中で１番重量を上げる
ことができた。

●組合員の皆様へ／関わる機会の少ない方々
も沢山いると思いますが、これから精一杯頑
張りますのでよろしくお願いします。

※３ヶ月間の試用期間があります

お知らせ　　　新しい仲間をご紹介、みなさま宜しくお願いします

2026.5 10



４
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

1
日　

採
用
辞
令
交
付

7
日　

第
18
回
通
常
総
会

　
　
　

第
1
回
臨
時
理
事
会・監
事
会

8
日　

内
部
監
査・監
査
代
替
的
調
査

　
　
　
　
（
～
10
日
）

22
日　

第
3
回
定
例
理
事
会

23
日　

愛
別
町
農
業
再
生
協
議
会　

総
会

　
　
　

畜
産
振
興
会
定
期
総
会（
上
川
）

第
１
回
臨
時
理
事
会

令
和
８
年
４
月
７
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

監
事
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

　
　

監
事
の
役
員
報
酬
配
分
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

２　

要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

要
領
１
件
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

■
議　
　

事

１　

理
事
の
報
酬
配
分
に
つ
い
て

　
　

報
酬
配
分
額
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

信
用
事
業
運
営
に
伴
う
体
制
整
備
基

準
の
特
例
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
職
員
に
つ
い
て
信
用
事
業
に

お
け
る
在
籍
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

３　

令
和
７
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政
庁

提
出
に
つ
い
て

　
　

令
和
７
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政
庁

提
出
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

令
和
８
年
度
各
種
手
数
料
及
び
利
用

料
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

令
和
８
年
度
の
各
種
手
数
料
及
び
利

用
料
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

規
程
１
件
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

６　

愛
別
地
区
広
域
協
定（
仮
称
）運
営
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

愛
別
町
広
域
協
定
（
仮
称
）
運
営
委

員
会
の
運
営
委
員
に
大
村
組
合
長
が
選

任
さ
れ
た
。

　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ゴ ウ カ ク

２
月
号
の
答
え

（令和 8 年 4 月 7日現在）

正組合員戸数	 177 戸

総組合員数	 1,982 名

　正組合員数	 303 名

　　うち団体数	 28 団体

　准組合員数	 1,679  名

　　うち団体数	 54 団体

組合員のうごき組合員のうごき

INFORMATION
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至至　　市市街街

お食事処　さつき

至至　　旭旭川川 国国道道3399号号

至至　　層層雲雲峡峡
ﾎﾎｸｸﾚﾚﾝﾝGGSS

大雪高原農産物直売所 　　ふふくくるる
朝もぎ市場   ここここでですす！！

家族旅行村

旧出光GS

P

安西鉄工

緑丘蔵

営業時間 ９時～１５時 ℡：080-1881-6737
住所 上川郡上川町旭町２５番地
午前10時よりオープンイベントとして、上川給油所の横できのこ汁の無料提供を行います。

オープン初日は、愛別町産きのこセットを数量限定販売、その他、上川町の層雲峡ラーメン、ソフトクリームの他、「ふしこ」や

「神川」といった地酒など、様々な商品を取り揃えています。

旬の野菜もご用意しておりますので、皆さんお気軽にお越しください。

スタッフ一同、皆さんのお越しをお待ちしています。

直直売売所所オオーーププンンにに関関すするるおお問問いい合合わわせせ先先 ℡℡::0011665588--22--11111133
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